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Ⅱ 方法  
１ 対象  
知的障害特別支援学校小学部第 5 学年に在籍する自閉症女児（以下A 児）1 名，自閉症男児
（以下B 児）1 名，計 2 名を対象とした。対象児の概要を以下に示す。 
 
１） A 児について 
（１） PEP-3 教育診断検査 
生活年齢 10 歳 5 か月時に実施した。各下位検査の発達年齢は，認知/前言語 5-2，表出言語
2-11，理解言語 3-8，微細運動 4-3，粗大運動 3-2（上限），視覚-運動の模倣 3-4 であり，コミ







生活年齢 10 歳 11 か月時に実施した。レベルⅠ．行動と情動の共有の達成率は 81％，レベ
ルⅡ．目標と知覚の共有の達成率は 91％，レベルⅢ．意図と注意の共有の達成率は 37％で，
発達レベルⅡであった。各領域では，模倣・役割理解の達成率は 75％，共同注意の達成率は



























２） B 児について 
（１） PEP-3 教育診断検査 
生活年齢9歳8か月時に実施した。各下位検査の発達年齢は，認知/前言語6-6，表出言語2-10，
理解言語 2-7，微細運動 4-7（上限），粗大運動 3-0，視覚-運動の模倣 3-6（上限）であり，コ








 生活年齢 10 歳 2 か月時に実施した。レベルⅠ．行動と情動の共有の達成率は 81％，レベル
Ⅱ．目標と知覚の共有の達成率は 100％，レベルⅢ．意図と注意の共有の達成率は 83％で，全
レベルにおいて達成していた。各領域では，模倣・役割理解の達成率は 90％，共同注意の達成


























 指導は，学級担任（執筆者）が個別指導で行った。指導期間は，XX年 9 月から翌年の 3 月ま
での 6 か月間とした。週 1 回程度，約 20 分間の絵日記を用いて指導し，A 児は計 14 回，B 児















Table １  指導の手順 






































Table 2  絵日記の題材一覧 
 
指導 Ａ児 Ｂ児 
１ あんしんかん（防災センター） あんしんかん（防災センター） 
２ くしやものがたり（レストラン） くしやものがたり（レストラン） 
３ さつまいもほり さつまいも 
４ はまぎんうちゅうかがくかん（遠足） えんそく 
５ かえりのでんしゃ（遠足の帰りの出来事） こんだて 
６ きしゅくしゃ（体験入舎） やきいも 
７ マクドナルド（職場体験） マクドナルド（職場体験） 
８ おれい（職場体験のお礼） おれいのてがみ（職場体験のお礼） 
９ プチシアター（ビデオ） ドッジボール 
10 こうりゅう（小学校との交流） さかみち 
11 ドッジボール こうりゅう 
12 おかき ドッジボール 
13 カスヤのもり（美術館） おかき 
14 だいこんもち とびばこ 














担任 2 名または 3 名で実施し，評価が異なった場合は協議の上決定した。 
 
Ⅲ 結果 
１ A 児について 
１） 絵日記指導の様子 

































































（２） 指導 14 題材「だいこんもち」に関するエピソード 
指導 14 の絵日記指導の様子をエピソードにまとめた。絵日記指導で引き出せた対象児の思

































２） PEP-3 教育診断検査と初期社会性発達アセスメント（AES）の結果 
（１） PEP-3 教育診断検査 
生活年齢 12 歳 3 か月時に実施した。各下位検査の発達年齢は，認知/前言語 6-6，表出言語
3-7，理解言語 4-4，微細運動 4-7（上限），粗大運動 3-2（上限），視覚-運動の模倣 3-4 であり，
コミュニケーション領域の発達年齢は 4-9，運動領域は 3-8 であった。 



















２ B 児について 
１） 絵日記指導の様子 







































（２） 指導 12 題材「ドッジボール」に関するエピソード 
指導 12 の絵日記指導の様子をエピソードにまとめた。絵日記指導で引き出せた対象児の思













見えた。Y 君に向かってボールを投げている 2 枚目の写真を見ると，「ドッジボール！」と勢
いよく答え，「いくよ～。」「速い。」「Y 君。」など，その時に言った言葉や感じたことを，次々
に単語で話した。ふと，「先生！N さん，R 君，K 君，負け。」と伝えてきた。この言葉から，
友達は負けで自分が勝ち，と表現することで，自分が一番上手なんだということを伝えている
のだと思った。自分が片手で上手に投げた様子をジェスチャーで表現し，「先生，負け。」と言











った。また，学級の友達の中でT 君は笑顔で描き，他の 3 人はがっかりしているように描いた
ことが興味深かった。B 君は，T 君のことは仲良し，3 人はライバルとでも思っているのだろ












Fig.8 指導 12 で使用した写真とB 児がかいた絵日記 














２） PEP-3 教育診断検査と初期社会性発達アセスメント（AES）の結果 
（１） PEP-3 教育診断検査 
生活年齢 11 歳 6 か月時に実施した。各下位検査の発達年齢は，認知/前言語 6-11（上限），
表出言語 5-1，理解言語 5-4，微細運動 4-7（上限），粗大運動 3-2（上限），視覚-運動の模倣 3-6
（上限）であり，コミュニケーション領域の発達年齢は 5-9，運動領域は 3-9（上限）であった。 





生活年齢 11 歳 2 か月時に実施した。レベルⅠ．行動と情動の共有の達成率は 90％，レベル
Ⅱ．目標と知覚の共有の達成率は 100％，レベルⅢ．意図と注意の共有の達成率は 83％で，全
レベルにおいて達成していた。各領域では，模倣・役割理解の達成率は 80％，共同注意の達成


































３ 指導前後の PEP-3 教育診断検査の比較より 




指導の効果であると断定することは難しい。しかし，2 回の PEP-3 教育診断検査の結果から考
えたとき，絵日記指導実施前までは，言語面の発達年齢が緩やかに上がっていたのに対し，実
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